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寄生虫に対する免疫機構について
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私達の体にバイ菌が感染すると、免疫反応が起って、
それらは取り除かれます。一方で色々な理由で私達の
免疫系のバリアが壊れるとバイ菌は病気を起こします。
更に、病原性の高いバイ菌が体の中の細胞に侵入
すると色々なものを分泌して、私達の免疫細胞を
操っていることが分かってきました。
このように日々の生活は、免疫系とバイ菌
との間の攻防で成り立っているといっても
過言ではありません。
今回は、バイ菌「トキソプラズマ」を
例にとって、皆さんと一緒にその一端を
覗いてみたいと思います。


